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第２１回北信越チアリーディング選手権大会 

 

６月１４日（日）に第２１回北信越チアリーディング選手権大会兼 JAPAN CUP 2026 地区予選が石川

県金沢市のいしかわ総合スポーツセンターにて開催されました。昨年を上回る３１チーム４２６名の選

手が参加し、元気で迫力のある演技を披露しました。大会の様子をお届けします。 

 

圧倒的な演技とチアスピリッツ 

チアリーディングチームＰＵＰＰＹＳ 

今大会、圧巻の存在感を見せたのはチアリーディングチームＰＵＰＰＹＳ（富山県）です。競技部門で

総合優勝を果たした中学生チームを筆頭に、２位の小学校低学年、３位の小学校高学年と、堂々たるパ

フォーマンスで高校生や大学生を抑えて上位入賞を果たしました。また、選手・大会実行委員の投票で

決まるベストマナー賞も昨年に引き続き今年も受賞し、演技でだけでなくチアリーダーとしての振る舞

いも№1 にふさわしく、元気・勇気・笑顔を会場いっぱいに届けてくれました。 

総合優勝の中学生チームは、オープニングのバスケットトス、タンブリングから会場を沸かせ、序盤か

ら中盤まで、キレと迫力・美しさを兼ね備えたレベルの高い技を繰り広げました。ダンス・モーション

でも圧倒的な技術力と豊かな表現力で観客を惹きつけ、終盤ミスがあったものの、それを全く感じさせ

ないスピード感のある演技で見事総合優勝を果たしました。 

エキシビション中高混成部門では中学生 5 名高校生 4 名で出場し、9 名と少人数ながら青マットを最大

限に使い迫力のあるノーミスの演技で技能賞を獲得しました。ラストには北信越ボードを掲げ、観客と

一体となる演出も抜群で、個性的でチアスピリッツの溢れる演技で魅了しました。 

 

 

 

チアリーディングチーム PUPPYS〈中学生〉 



 

チアリーディングチーム PUPPYS〈中学生〉 

 

 

 

チアリーディングチーム PUPPYS〈エキシビション中高混成〉 

 

また、PUPPYS はマスターズ部門にも今大会唯一のエントリーをしており、ジュニアからマスターズま

ですべての部門すべての選手の笑顔とチアスピリッツが発揮され、演技でも演技外でも会場をひときわ

明るく元気に盛り上げる活躍をしていました。 

 

 

情熱の復活を遂げた伝統校 

富山第一高等学校 PASSIONS 

JAPAN CUP 進出を賭けた戦いが繰り広げられた高等学校部門は、富山第一高校（富山県）が復活の優

勝を果たしました。優勝常連校でありながら、昨年は部員不足もあり 5 位に沈んでいましたが、16 名で

臨んだ今大会は確かな技術の演技で情熱の復活を遂げ、高校部門優勝を果たしました。 

序盤に落下ミスが１つあったものの、その後は確実に技を積み上げ、ジャンプやダンス等の平場も息の

合った力強い演技で実力を発揮し、ラストの３－３－２まで安定した演技で見事 JAPAN CUP の切符を



つかみ取りました。 

一方、優勝候補として注目されていた東海大学付属諏訪高校（長野県）は昨年より着実に力を伸ばして

きた平場やレベルを上げた構成で攻めた演技を見せましたが、パートナースタンツにミスが続き、ラス

トの２－２－３でも大きな落下ミスをする等、悔しさの残る演技となりました。また、同じく優勝候補

であった小松大谷高校（石川県）も、バラエティ豊かな演技で会場を沸かせたものの、パートナースタ

ンツやラストのスタンツで大きなミスがあり、惜しくも優勝とはなりませんでした。両校とも JAPAN 

CUP フライデートーナメントへの出場権は獲得しており、上述の富山第一高校とともにこの夏の更なる

成長に期待がかかります。 

 

 

富山第一高校 

 

 

個性と実力光るジュニアスターの演技 

エキシビションジュニアスター部門には１６チームがエントリーし、元気で個性豊かな演技が多数見ら

れました。 

技能賞を獲得した金沢チアリーディングジュニアチーム（石川県）は、７名のエントリーと同部門最少

人数での演技でしたが、青マット上を大きく使いながら工夫を凝らした技の展開を見せ、観客を惹きつ

ける堂々の演技を披露しました。平場の技術力と安定感のあるスタンツでラストまでミスのない演技で

締めくくりました。また一人ひとりが大きな声と笑顔でアピールし、人数の少なさを感じさせない見事

な演技でした。 

他にもチームの個性溢れる元気な演技を披露したチームも多く、年々技術力が高まるジュニアスターの

選手達には今後の更なる活躍に期待が高まります 

 



 

金沢チアリーディングジュニアチーム 

 

 

昨年２０周年の節目を迎えた北信越大会ですが、２１回目となる今大会は参加チームが増えたことで更

なる盛り上がりを見せ、盛大に幕を閉じました。また今大会では開催地金沢市にある金沢スポーツコミ

ッションの後援を受け、観客の子どもたちが参加するチアリーディング体験会を開催する等の取り組み

が行われました。たくさんの子ども達が笑顔で参加しており、地域に根差したスポーツとしてチアリー

ディングが発展する可能性を大きく感じた大会でした。北信越に応援の文化を広めることでチアリーデ

ィング活動が地域貢献につながり、社会に希望を届けられるようにと願わずにいられません。今大会に

出場した全ての選手達の健闘を称えるとともに、今後の更なる活躍に期待したいです。 
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